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　　　　　マ ラ ル メ の 辞書学

一 『英単語』第
一

巻 「
一

覧表」の 解読

立 花 史

か つ て 誰 も 、 こ の 語 の 詩 的 な 意 味 に お け る
コ ン ポジ ン オ ン

構 成 と して 、 辞典 を考 えた こ と は なか っ た 。

　　　　 ボー ドレ ー ル 　 「想像力 に よ る統治」

は じめに
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 モ ノ　グ ラ フ イ

　い さ さか 自明 の 事柄か ら始め よ う。 文学の 専 門研 究 は 、特 定 の 作 家 に 特

化 した研 究で あ り、 往 々 に して 、 文学 と無関係 に 見え る 作品や 事実 まで も

綿密 に 拾い 上 げ 、 歴 史的 な位置づ け をお こ な う。 他 方 で 、 理 論 や 思 想 は 、

ときに 、 わ れ わ れが抱 い て きた 暗黙 の 前提 を問 い 直 し 、 文 学作 品 に 対す る

新た な態度 を開示 す る 。 さて 、
マ ラ ル メ 1＞の よ うに 、 理 論や 思想 と専門研

究 との 両側か ら長 ら く論 じられ て きた作家の 場合 、 双 方の 蓄積 を もう
一

度

組み 直す こ とで 、 さ ら に先 へ と進 め る こ とが で きる 。 た と えば 、 専 門研 究

の 最新 の 成果 に さえ潜 む前提 を洗い 直す と同時 に 、 理 論や 思 想 を酷使 し、

作家の 文学以外の 著作 と向き合 わせ る こ とに よ っ て 。

　マ ラ ル メ の 『英単語 」 を扱 うと き、 まさ に私 は そ うせ ざる をえ なか っ た 。

一
応 は 非文学作品で ある 同書が と りもつ 文学作品 との 関係 を十 分 に検討す

る た め に 、
とい うよ りむ しろ

、 文学 とそ の 周辺 領域 と に 共通 の 根幹 へ と 、

今 なお 「詩」 の 枠 に は収 ま らない 作 品の 発 見 を可能 にす る根幹 へ と立 ち戻

る た め に 。 そ し て こ の 根幹 に か か わ る の が 、 今 日まで 見過 ご され て きた

「辞書学」の 主題 なの で あ る
。

　本稿の 手順 をあ らか じめ述べ て お く。 まず第 1節 で は 、 『英単 語』 と い う

1） テ ク ス トは すべ て 以 下 の 版 を用 い る 。 MALLARME （St6phane）， （Euvres
compi2tes ，1， 6d．　Bertrand　Marchal，　Gallimard，

1998；（］Euvres　compl2tes ，　II，6d．　Bertrand

Marchal，　Gallimard，2003． 以下 、第二 巻か らの 引用はペ ージ番号の み で 示す こ と

に する 。
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著作全体 に お け る 「辞書 学」 の 含 意 を確認 し 、 第 2節 で は 『英 単語 』の
一

部 で ある 「
一

覧 表」 を 、 あ る種 の 辞 典 と して 読 む必 要が あ る こ と を明 らか

に す る 。 そ して 第 3 節 で は 、 ジ ャ ッ ク ・ミ シ ョ ン の 先行 研 究 を確 認 して 、

その 可能性 と限界 を指摘 し、 最後 に 第 4 節で は 、 「一 覧表」が辞典 で ある ば

か りで な く、 文学 と も見 まが う
一

つ の 作品で あ る こ と を提示 した い
。

第 1節　 「辞書学」 と しての 『英単語』

　『英 単語 』 は 、 1877 年 末の 刊行 物 で あ る 。 1860 年代 を初期 マ ラ ル メ と し 、

『さか し ま』や 『呪わ れ た 詩人 た ち』 に よ る紹介で 再び脚 光 をあび た 80年

代半ば以 降を後期マ ラ ル メ どする な ら、 70 年代 とい う中期 は 、 発表作 品が

比 較 的少 な く、 む しろ マ ラ ル メ に お い て 教育や ジ ャ
ー

ナ リ ズ ム の 執筆活動

が 活発 な時期で あ っ た 。

　『英単語』 とい う著作 に つ い て 、研究者の 常識の 部類 に属する事実が二 点

あ る 。 ひ とつ は 、 そ れ が 、 当 時の 比 較文献学 に依拠 した 語学教材 で あ る こ

と 。 もうひ とつ は 、 文献学の うち 、 文法で は な く、 語彙に特化 した著作 だ

とい うこ とで あ る
。

しか しなが ら
、

マ ラ ル メ 自身が 、 『英単語』 の なか で
、

語 彙研究
一

般 を 、 は っ き りと 、 大文字 で 、 Lexicographie と位 置 づ けて い る

こ と 2） は 、 従来 ほ とん ど注 目 され て こ な か っ た 。 邦訳 の 『マ ラ ル メ 全集 』

で は 、 こ の Lexicographieが 「語 彙論」 と訳 され て い る 。 も しか する と訳 者

の 高橋 康也 は 、 『英単語』 とい う著作 に は 、 辞典の 類 と直接の 接点が 見 当た

ら な い と考 え 、 そ れ ゆ え 、 辞書編纂 ・辞書学 と い う訳語で は な く、 語彙論

とい う訳語 を選 ん だ の か も しれ ない 。 しか し、 『英単語』の 出版元 で ある ト

リ ュ シ ー 社 が 出 した カ タ ロ グの 紹介文
一

マ ラ ル メ 自身が 書い た と され る

一 で は 、 『英単語 』が 「〈辞典の 鍵 〉」3） と形容 されて い る
。 それ だけで は

な い
。 『英 単語』の 序論 の 冒頭 に 近い 箇所 で 、 きわ め て 印象的 な仕方で 、 辞

2）「［…］文の 中で 意味 に よ っ て 決定 され る文字の 変化 、 それ が 〈文法 〉 また は言

羹鐸想鷲霾〜懃髦こ黥罵默蕊廷裳鬻郵9翻僕鞘
　文献学と同じく、

の ちには 、
〈規則 〉 と 〈語彙〉 とい うこ れ ら二 物 を包摂する予

　定で ある 。
二 つ の 巻が 、

こ の 二 重の 問い にお ける お の れ の 持分 をそ れ ぞ れ扱 う

　こ ととな るが 、 現 に こ こ にある ‘ 方が 、 〈語 〉 に関する巻で ある」（p，951）。

3）「本書 は 、 現代科学の 観点か ら英語 を研究 した フ ラ ン ス 初の もの で ある 。 ［…］

　こ の 〈辞典の 鍵 〉 の おか げで 、 日 ご ろ 言 語学習が記憶 に 強 い る か くもつ らい 労

　苦は 、 知性に と っ て の 遊 び となる」 （p．1793）。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



La Societe Japonaise de Langue et Litterature Francaises

NII-Electronic Library Service

La 　Soolete 　Japonalse 　de 　Langue 　et 　Lltterature 　Franoalses

マ ラ ル メ の 辞書学　　 191

典 につ い て 言及 され て い る 。

辞典 を まる まる
一

冊 渡 され る 、 それ は膨大で 恐 るべ きもの だ
。 辞典 を

所有す る こ と 〔辞典 に精通 す る こ と〕 は 、 大 冒険で あ り、 読書 に助 け

を借 りた り、 文法 の 初歩 を一
通 り学び終 えた りが 伴 う。 ［… ］単語 た ち

は
、 なん と多 くの （原 初的 で ない ） ニ ュ ア ン ス を意味 して い る こ とか 。

小 辞典 〔lexique〕の 欄 の 中 に配列 され る こ の よ うな語 の 乱 雑 な集 ま り

は 、 そ こ に恣 意 的 に 、 そ して 何 か悪 い 偶 然 に よ っ て 、 呼 び集 め られ る

の だ ろ うか 。 とん で もない
。 各々 の 語 は 、 諸 地方 ま た は諸 世紀 を通 じ

て 、 遠 くか ら 、 自分 の 正確 な位 置 に着 く、 こ の 語 は孤 立 させ られ 、 あ

の 語 は あ る
一 群 に混ぜ られ る とい っ た 具合 に 。 その とき、 白紙ペ ー ジ

の 数 々 に 語 彙集 を表象 す る　　 と推測 され る　　われ わ れ の 精神に と っ

て 、 そ れ ぞ れ の 語 た ち の 過 去の 成 り立 ち につ い て
一

つ の 新 た な表象 を

与 える器用 な手 つ きに知恵 をつ け られ て 、 語 た ちが 、 お互 い に溶 け合

っ た り争 っ た り、 退 け合 っ た り惹 きつ け合 っ た りして 、 か つ て の 有様

の よ うに立 ち現れ よ うもの な ら 、 そ れ は魔術 さなが らで あ ろ う。 あ な

た方 自身が 、 諸 々 の 語が今 日作 り上 げ て い る言 語 そ の もの と
一

体 と な

る で あろ う ［… ］。 （P．948）

　 まず は ア ル フ ァ ベ ッ ト順 の 辞典 を イ メ
ー

ジ し よ う。 ア ル フ ァ ベ ッ ト順 は
、

一
つ の 単語 を ピ ン ポ イ ン トで 調 べ る に は大変便利 なの だが 、 そ の か わ り単

語 と単語 の 類 義関係や 親族関係が わ か りづ ら く、 語彙が 無造 作 に並 ん で い

る よ うな印象 を与 え る 。 しか し 、 実際 に は 、 お の お の の 単語 は 、 そ れ ぞれ

歴 史の 厚み を担 っ て 緊密 に結び つ い て い る 。 そ れ は 、 当 の 辞 典 編纂者 た ち

が もっ と もよ く心 得て い る 。 そ うい うわ けで 、 辞 典編纂者 た ちの 語彙文献

学 に 立 ち戻 っ て
、 辞典 を読み 直 して み れ ば ど うか 。 そ の と き 、 お の お の の

単語 が 経 由 して きた ドラ マ が 、 「魔 術 さ なが ら」 に 、 あ りあ りと よみ が える

は ず だ 。
マ ラ ル メ の 立場 は お お よそ こ うした もの で ある

。
つ ま り、 彼 が語

彙研究 を 「辞書学 」 と呼 ぶ の は 、 語 彙研 究が 、 まず もっ て 辞典編纂者 に と

っ て 必 要 な作 業 だ と考 えて い る か らで ある 4）
。 また 『英 単語』が 「〈辞典 の

4）「［…］わ が国の ア カ デ ミ
ー

、 つ い で リ トレの よ うな巨 匠た ちや 英国の 巨匠 レ イ

　サ ム が 、 後 の 時代 に な っ て 自らの
一

般 辞典 を作 る際 に は 、 まさ に必 ず 、 す で に

　仕上が っ た言語の 過去の 永 きに わたる冒険を喚起する」（p．949）。
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鍵 〉」 と呼 ば れ る理 由 も こ こ に あ る 。 英 単語 を文 献学 的 に 学習 す る こ と は 、

辞 典 とい う 「結 果」 よ りも 、 辞典 編 纂 とい う 「過 程」 を追体 験 す る こ と 、

そ して 、 各自が
“
心の 中の 辞典

”

を書 きあげる こ とを意味する 。
こ の よ う

に 、 『英 単語』 は 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト順 の 辞典を 、 語 彙の 無造作 な寄せ 集め で

は な く、 語彙の 緊密 な ネ ッ トワ
ー

ク として 捉 えな お す試み で あ る 5）
。 そ れ

で は
、 辞書学 とい う見地を踏 まえて 、 次 に 、 「

一
覧表」の 議論 に移 ろ う。

第 2 節　 「
一

覧表」 とは ？

　 そ もそ も 「一 覧表」 とは何 か 。 そ れ は 、 『英単語』第
一

巻第
一

章 に所収の 、

相対 的 に 自律した 英単語の リス トを指す 。 英語の 語彙の 中か ら、 ア ン グ ロ ＝

サ ク ソ ン 語 由来 の もの だけ を抜 き出 し、 そ の なか で も、 単純語 と呼ばれ る 、

接頭 辞 も接尾 辞 も持 た ない 簡潔 な単 語 を選 び 出す 。 「
一

覧表」 と は 、 英語 の

うち 、 ア ン グ ロ ＝ サ ク ソ ン 語 由来 の 単 純語 の リス トで あ る 。 そ して こ の リ

ス トにお い て 、 それ ぞ れ の 単語 に は フ ラ ン ス 語訳 が付 され 、 単語 の イ ニ シ

ャ ル の ア ル フ ァ ベ ッ トご と に分 類 され て い る 。 こ れ は 、 す で に 、 ひ とつ の

小辞典の 体 をな して い る と言える 。
マ ラ ル メ 自身 、

一
覧表の 「従う順 序は 、

〈辞典 〉 の 順序 とは別の もの で ある」（p．969） と断 っ て い る 。
つ まり、 特殊

な順序 に従 っ た辞典 だ とい う含意 が そ こ に読み 取れ る 。 した が っ て
一

覧表

は 、 まず もっ て 、 辞書学的実践 と して 読 む必 要が あ る。

　
一

覧表の 構 成 は きわ め て シ ン プ ル で あ る
。 お お よそ三 つ の パ ー

ツ に分解

5） も っ とも、 こ の 引用箇所 に つ い て は 、 先行研究で も言及 が な い わ けで は な い
。

　た とえばマ ル シ ャ ル は 、 「辞典 を作 り直すこ と ［…］は ア ル フ ァ ベ ッ トの 根源的

　な有縁性 を 、 そ の うわべ 上 の 恣意性の 奥に見 つ け出す こ と に よ っ て 、 ア ル フ ァ

　ベ ッ ト分類の 十 全 な 権利 を裏付 ける こ とで あ る」 と要約 して お り、そ れ に 続 く

　リ ュ プ リ＆ トレ ル ＝ カ イユ ト
ー

や プ ロ ッ シ ュ もその 点 に軽 く触れ て い る 。 しか

　し四者 の 共通点 は 、辞典 の 「有縁 性」 を安易 に頭韻 に 求めて 、文 学の 問題 に還

　元 して し ま っ て い る こ と にとらる （わ ざわ ざマ ラ ル メ が 、 『英単語』の 中で 「こ こ

　で は 、詩 人や 作家たちの 頭韻 まで は行か ない こ と」 （p．942） と断 っ て い る に も

　かか わ らず）。
つ まる とこ ろ 、

こ の 四者 は 、 『英単語』が 「辞書学」で あ る とい

　うマ ラ ル メ の 主張 を 、 真剣 に考慮 して い ない の で あ る 。 以下 を参照 の こ と 。

　MARCHAL （Bertrand），
　La 　Religion 　de　M α〃αrη16

，
　Paris

，
　Jos6　Corti

，
1988 ，　p．458 ；

　RUPLI （M ．）＆ THOREL −CAILLETEAU （S．），
ハ4α〃αr祕 ．　La　grammaire　et　le　grimoire，

　Gen6ve ，　Libra面 e　Droz， 2005 ，　p．　208；LAROCHE （Hugues），
《 Po6sie　de　la　linguistique：

　la　tentation　du　dictionnaire ＞〉，　SEMEIV ，24 −2007 ．〈 http：〃semen ．revues ．org ！

　document5933．html＞ （janvier　2012），　paragraphes　14，34　et　35．
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す る こ とが で きる 。 そ れ が 「語家族」、 「孤 立 語」、 「覚書」で ある 。

　まず 、 「語家族」 か ら見 て ゆ く。
マ ラ ル メ に よ る と 、 語源の 近 い 単純語の

うち 、 音 ・文字 と意 味 との 両 面 で 密接 な関係 が ある と判断で きる もの だ け

を
一

つ の グ ル
ー

プ に ま とめ て ゆ く。 ま とめ 方 に個人差が 出て もよい
。

こ の

グ ル ー プが 「語家族 」で あ る 。 そ して 、 グル
ー プ に入 らず孤立す る 単語が

「孤立語」 となる 。 さて 、 語 家族 に お い て も っ とも中心 的な意味 を もつ 単語

が 「基準語」 と呼 ば れ 、 その 他 の 単語 は 「関連語」 と呼 ば れ る 。 こ の 基準

語 に よ っ て 、語家族 が どの イ ニ シ ャ ル に帰属す る かが 決定 され る 。 た と え

ば 、 to　flyが基準語 で あれ ば 、 イ ニ シ ャ ル F の もと に置 か れ る 。 孤 立 語 の 場

合 は 当然 、 そ の 語 の イ ニ シ ャ ル の も とに 置かれ る 。
こ の よ うに して 、 各 イ

ニ シ ャ ル の もとに 、 複 数の 語家族 と複数の 孤立語が並 ぶ 。

　次 に 「覚 書」 に つ い て 見 て ゆ こ う。 覚 書 は 、 各 イ ニ シ ャ ル の も と に 置 か

れ た メ モ で 、 語家族や孤 立語 の 情報 を書 き留め て い る 。 F の 覚書 を引用 し よ

う。

F は 、 B や P とい っ た 他 の 唇 音 よ りも語 頭 に くる頻度は 少ない が 、 非常

に独特 な価 値 を もっ た 文字 で あ る 。 そ れ は お の ず か ら 、 強 くし っ か り

と包 み 抱 くこ と を示 し 、 母 音 や 二 重 母 音 の 前 に 来 る 。 L や R とい っ た

通常 の 流 音 と くっ つ き 、 L とと もに 、 飛翔す る動作ある い は空 間 を打 つ

動作 を表わ す大 半の 語 を形成 す る が 、 そ れ が レ トリ ッ ク に よ っ て 、 光

か が や く現 象の 領域 に 移 され る こ とさ えあ る 。 他方で 、 古 典語 におい

て と同様 に 、 流 れ る 動作 を も表わ す 。 R を伴 っ て 、 戦 い も し くは 隔 た

りを表わ した り、 お互 い に つ な が りの な い 複数の 意味 を表わ した りも

する 。 （P．984）

　「覚書」 の 主 な内容 は 、 イ ニ シ ャ ル の 意味づ けで あ る 。 同 じイ ニ シ ャ ル を

もつ 語家 族 や孤 立語 を見回 した と きに 、 その イ ニ シ ャ ル が 与 える 印象 を記

述 した もの で あ る 。 F で 言 えば 、 「強 くし っ か り と包 み抱 くこ と」「飛翔す る

動作 ある い は 空 間 を打つ 動作」 な どが それ に 当た る 。 ただ し読 め ば明 らか

な よ うに 、 覚書 の 内容 は 、 （1）イニ シ ャ ル の 意味 、 に尽 きる もの で は ない
。

その ほ か に も 、 （2）そ の イニ シ ャ ル を もつ 単語 の （他 の イニ シ ャ ル と比 べ

た ）多寡 、 （3）そ の イ ニ シ ャ ル の 次 に 現 れ や すい 音 ない し文 宇 （お よび そ

の 意味 ）、 （4＞その イ ニ シ ャ ル と別の イニ シ ャ ル との 意味の 共通点
・相 違点 、
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な どの 情報 を含 む。

　さて
、 以上 が 、

一
覧表の 内容 で あ る 。

こ こ で
一

点 だ け指摘 して お く。

一

覧表 に は
、 大 き く分 けて 、 二 つ の 水 準が あ る 。 ひ とつ は 、 「語 家族」や 「孤

立語 」の 水準 で あ る 。
こ れ らは 、 語源 を基礎 と した分 類 なの で 一 応 は 文献

学的 と言 え る
。 もうひ とつ は

、 「イ ニ シ ャ ル の 意味づ け」 の水準 で あ る。 こ

れ は 、 語 源 的 に 関係 の ない 語 家族 同士 、 孤立 語 同士 を 、 ア ナ ロ ジ ー で 結 び

つ けて い る 。 その 意味 で 、 本質的に 、 非文献学的 、 む しろ ア ナ ロ ジ ッ ク と

言える 。
こ の よ うな

一
覧表 を ど う分析 すれ ば よ い の か 、 次 に 見 て ゆ こ う 。

第 3 節　文献学と象徴学

　
一

覧表 に 、 明快 な分析 を い ち早 く くわ えた の は 、 ジ ャ ッ ク ・ミ シ ョ ン で

ある 。 彼 は 、 ト ドロ フ の 象徴概 念 を援用 して い る 6）
。 ひ と まず それ を確 認

して お こ う。

　 ト ドロ フ は 、 象徴 の 主 要 な例 を二 つ あげ て い る 。 そ れ は、 転義 とダ イヤ

グ ラ ム で ある 。 第
一

に 、 転義の 場合だが 、 こ れ は言 語 に か ぎらない 。 彼は 、

提喩 を包含関係 、 隠喩 を共有関係、 換喩 を隣接関係 と して
一

般 化 し、二 項

の あ い だ に こ うした 関係 が 成 立 す る と きに 、 象徴 を見 て と る 。 た とえ ば 、

十字架で キ リ ス ト教 を表現す る場合 、
こ れ は提喩 に よ る 象徴 で ある 。 第二

に 、 ダ イヤ グ ラ ム とは 、 表現内容 と表現形式 との あい だ の 比例 関係で あ る 。

た とえば 、 時間的な い し論 理 的 に先行 す る もの を 、 文中で 先 に 挙 げ る場 合 、

あ る い は量の 多 さを長 い 言葉 で 表現 す る場合 、 さ らに は 対比的な 内容 を並

行 的 な言葉 で 表現 す る場合 （pereと mere 、
　 ami と ennemi ）、 そ こ で は 内容が

形式 に よ っ て 象徴 されて い る と言える 。

　こ の よ うに 、 あ る 項が 、 別の 項 を 、 近接 や比 例 の 関係 に よ っ て 表現する

と き 、 そ の あ る項 を 「象徴 」 と呼 び 、 特定の 二 項 に こ の よ うな関係づ け

（有縁化）をお こ な うこ とが 「象徴化」 に含 まれ る 。 象徴 は言 語記号 を用い

て作 る こ と も可能 で あ る 。 しか し言語記号の 意味関係 は 、 有縁 化 とは別 の

水準 で 成 立 して い る こ とか らわ か る とお り、 象徴 関係 は意 味 関係 と は ま っ

た く別物で あり、 象徴 は記号 と異 なる 7）
。

6）TODOROF （Tzvet・n ），
・ 1・tr・d・・ti・・ hl ・ ・ymb ・1iq・・ ＞＞，・P・titique，　11（1972），

　PP．273−

　 308．

　 7） た だ し、 トドロ フ は 、 記号 と象徴の 根本的な相違 を、 有縁性 に求め て は い な
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　 こ の よ うな象徴概 念 を用 い て 、 ミ シ ョ ン は 一
覧表を分析す る 。

　 第
一

に 、 象 徴 化 は 、 語 家 族 の 水 準 に 見 出 せ る 。 語 家 族 （to

heave！heaven！heavy） を見 て み よ う 8）
。　heaven と heavy は

一
見 あ ま り関係 が あ

る よ うに見 えない が 、 基準語 to　heave （持 ち上 げる ） とい う動詞 を介する こ

と に よ っ て 、 高 く持 ち上 げ られ た場所 と して の 天 国 と 、 持 ち上 げ る ときの

重 み とが 、 換 喩 の 隣接 関係 に よ っ て 結 び つ け られ る 。 こ こ に 転義 と して の

象徴化 を見 て とる こ とが で きる 。 また その こ と に よ っ て 、 HEAV 一とい う語

幹 に 、 厂持 ち上 げ る」 の 意 味 を見て と り、 そ こ か ら音 ・文字 の 比 例 関係で 、

heaven や heavy を再解釈 す る こ とがで きる 。 こ こ に ダ イヤ グ ラ ム と して の 象

徴化 が認 め られ る 。

　第二 に 、 同様 の 手続 きに よ っ て 、 象徴 化 は 、 「イ ニ シ ャ ル の 意味 づ け」の

水準 に も見 出 せ る 。 まず 、 H を イ ニ シ ャ ル に もつ 単 語 の 中 に は 、 さ きほ ど

あげた to　heave、　heaven、　heavyの ほ か に 、　highや to　hang が あ り、
こ れ らの

意味 の あい だ に 転 義 と して の 象徴化 を ほ ど こ す こ とが 可能 で あ る 。 ま た イ

ニ シ ャ ル H に は 「非常 に高 く掲 げ られ る もの 」 とい う意味 づ けが な され て

い る の で 、 そ れ との 比例 関係で 、 high や hang の よ うな別 の 語家族 の 単語 ま

で も位 置づ け直す こ とが で きる 。 こ う して ダ イヤ グ ラ ム と して の 象徴 化 が

導 か れ る 。

　 お お まか に い っ て 、 以 上 が 、 ミシ ョ ン の 分析 で ある 。
こ の よ うな 転義 と

ダ イ ヤ グ ラ ム に よ る象徴化 を、 厂音 と意味 との 二 重 の 還 元 」
9） と彼 は呼ぶ 。

私 は 、 ミ シ ョ ン の 基本方針 に異 論 は ない 。 む しろ 問題 は その 先 に あ る 。 彼

は
、 ト ドロ フ の 象徴学 を 詩学の

一
種 とみ なす 。 そ して 記号 と象徴 は 異 質 で

あ る とい う事実 か ら さらに
一 歩踏 み 出 して 、 言語記号 を取 り扱う文献 学 と 、

文学 を取 り扱 う象徴学 とは 相 容 れ ない と考える 。 その 結 果 、

一
覧表は 、

マ

ラ ル メ が 、 文献 学の 用 語 を用 い なが ら文 献学 に 抗 う試 み 、 と見 な さ れ て し

　い （とい うの も、有縁 化 さ れ た もの は 多かれ 少 なか れ象徴 の 部 類 に 入 る が、す

　べ て の 象徴が 有縁 化 され て い る わ けで もない か らで あ る）。 む しろ彼 は 、 こ の 相

　違 を 、 指示 対 象 を もつ か ど うか 、 認 知的価 値 を もつ か ど うか 、 な どに 求め て い

　る （Todorov，
　op ．　cit．i　pp．275−286）。

8＞次の 語家族で ある （p．1005）。

一
覧表で は 、 左 に基 準語 、 右に 閧連 語が並 ぶ 。

　 　　 to　heave，6〜2v θr　et　sou ’ever 　　　　　　　　　　hea▼Y，
　lourd．

　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　hea▼en ，　Ciel ，　Ce 　qUi　eSt 　61eV6．

9＞MICHON 　（Jacques），
　Ma 〃armti 　et 　Les　Mots 　angiais

，
　Montr6a 且

，
　PUM

，
1978

， p．125．
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まう
10）

。

　 ミシ ョ ン の 致命的 な誤 りは 、 ト ドロ フ の 象徴 学 を詩学 の
一

種 と考えて い

る こ とで ある 。 こ れ は ト ドロ フ の 本意で は ない
。 た L か に ト ドロ フ は 、 象

徴学 を詩 学 の 発 展形 と考えて い る 。 しか しそ れ は 、 文学性 の 探 求 に お い て

見 出 さ れ て きた 事象が 、 実 は 、 文 学 固有の もの で は な い こ とが 判 明 した が

ゆ え に 、 詩学が 、 文学以外の あら ゆ る テ ク ス ト、 あ らゆ る言語事象 、 さ ら

に は あらゆ る 象徴性 を対象 とす る学問領域 へ と再編成 され ざる をえな くな

くな っ た 、 とい うこ とで ある 。 彼 が 象徴学 を提唱 す る の は そ の た め で あ る 11）
。

した が っ て 、 ミシ ョ ン の よ うに 、 象徴学 を詩学の
一

種 と捉えて 文献学 と対

置 す る の は正 確 で は な い
。 ト ドロ フ か らすれ ば 、 象徴 は 、 文 学性 の 基 礎 単

位で あ り、 象徴学 とは 、 文 学 とそれ 以外 の 言語 活動 、 詩 学 とそ の 他 の 言語

研 究 とを架橋する 、 よ り包括的な学問領域なの で ある 12）
。

　 した が っ て 、 象徴学 は文献学 と両立 可 能で ある 。
こ の こ とを確認す る た

め に 、 もう
一

度 、 さ きほ どの 語 家族 を見 て み よ う。 わ れ わ れ は 、 三 つ の 英

単語 to　heave
、
　 heaven

、
　 heavy の あ い だ に 象徴関係 を認め た

。
こ の 語家族は

、

詩 人の 勝 手 な関係 づ けで は ない
。 ア ン グ ロ ＝ サ ク ソ ン語 hefanに 由来す る語

幹 HEAV 一が 、 実際に 「持ち上 げる 」 とい う意味を持 っ て い た こ とに よ る も

の で あ る 13）
。 した が っ て 、

こ の 語 家族は 象徴学的 で ある と同時 に 文献学 的

10）「い か に して マ ラル メ が 、言語学か らその シ ニ フ ィ ア ン を借 りつ つ
、 同時 に こ

の 言 説に抗 っ て み ず か らを書 き込 ん で い るか 、 そ して 、
い か に して 彼が 、 特定

の 言語 か ら、言語 活動 の
一

般 詩学 を練 り上 げて い る か を明 らか に しつ つ 、 わ れ

われ は、『英単語』にお い て 、 象徴 とい うこの 第三世界を例証する つ も りで ある」

　（Michon，　op ．　cit．，P．17）。

lD 「［…］詩学 に結晶化 した類の 研究を 、 今 日 、 文学だ けに と っ てお くい か な る

理 由も存在 しない
。 文学テ クス トの み な らず 、 あ らゆ る テ ク ス トを 、 言語作品

の み な らず 、 あ らゆ る 象徴性 を、「そ の もの と して」知る必要が あ る 。 ［…］ そ

　れ ［私の 意図］は 、文学事象 にか か わ るが 、 文学 に属 さ な い 他の 事象に もか か

わ る 。 もっ とは っ き り言 えば 、 私 は 、 あ る問題系 を扱 うつ も りで あ り、 こ の 問

題 系の 研 究 に対 して の み 、 象徴学 とい う総称 を私 は用 い る」 （Todorov，
　op ，　cit、

，
　p．

275）。

12） トドロ フ の 「象徴学」 に対す る 今 日の 評価 につ い て は次 を参照の こ と。 Cf．

DUCROT （Oswald），
　Nouveau　dictionnaire　encyclope

’dique　des　sciences 　du　langage，
Paris，　Seui1，1995，　pp．263−264．さ しあた り本稿で は 、 転義や ダイヤ グラ ム とい っ

　た象徴関係の 様態が 、 文学 とそ れ 以外 の 言語活動の 双方に 見出せ る こ とを押 さ

　えて お けば 問題 は な い と思 われ る 。

13）マ ラル メ が 『英単語』執筆の 際 に 用 い た とされ る 語源辞典で は 、 以下 の よ う

　に 記 され て い る 。 to　heave ： ［A ．S．　hefan
，
　Ger．　heben

，
　Goth．加加 η

，
　to　lift．］；heavy；
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で もある 。 言い 換 え る な らば 、 単語 と単語の 関係 を、 文献学的に 関係づ け

る こ と も また 、 象徴化 の
一

種 た りうる とい う こ とで あ る 。 こ の 見 地 か ら 、

文献学的辞書学 を捉 えなお して み よ う。

第 4 節 　四 つ の 象徴化

　私 は 、 第 2 節で 、

一
覧表 を辞典 と して読 む必 要が あ る と述べ た 。

こ こ で

辞典 の
一

特性 に注 目 して み よ う。 辞典 とは 何か と言 えば 、 そ れ は 、

一
定の

数 の 語 彙 を総体 的 に 関係づ け た テ クス トで あ る 。 ア ル フ ァ ベ ッ ト川頁の 辞 典

を例 に 具体的に進め よ う。 そ こ で は 、

一 方 で 、 単 語 た ちが 、 イ ニ シ ャ ル ご

とに集 め られ て い る 。 出だ し に S がつ く単語 は すべ て S の 項 に収め られ 、

語群 を形成す る 。
こ れ が 縦 の 関係 で あ る 。 他 方 で 、 イ ニ シ ャ ル ご との 語 群

同士 が 、 今度 は 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト川頁とい うか た ちで 配 置 され る 。 イ ニ シ ャ

ル S の 語群 は 、 R の 語群の うしろ に 、 また 、　 T の 語群 の 前 に 置 か れ る 。
こ れ

が 横 の 関係 で あ る 14）
。

こ の よ うに 、 縦の 関係 と横 の 関係 に よ っ て 、 語 彙の

総 体が 関係 づ け られ て い る こ と
、

こ れ が 辞典の
一

特性 と言 え る 。
こ こ に微

弱 な象徴化を見て とる こ とも可 能 で あ る 。

　い ず れ にせ よ 、

一
覧表 を辞典 として読 む とい うこ とは 、

一
覧表の なか に 、

単語 た ちとそ の イ ニ シ ャ ル との
一

対
一

対応の 関係 、
つ ま り縦の 関係 を見 る

だ けで な く、 各イ ニ シ ャ ル の 語群 同士 の 関係 、
つ ま り横 の 関係 も また 見て

い く必要が あ る とい うこ と を意味 す る 。

　 さて 、 実 を言 え ば 、
一

覧 表の 語彙分 類 は、 単語の イニ シ ャ ル の ア ル フ ァ

ベ ッ トご とに な され て い る が 、
こ れ は ア ル フ ァ ベ ッ ト順 で は ない

。 次の と

お りで あ る 。

A
，
E

，
1／Y ，0，　U ．

B
，
w

，
　v

，
　P，　F，　G ，　J，　C，　K ，　Q ，

　s，
　D ，

　T ，
　H ，

　L ，
　R ，

　M ，
　N

【A ．S．　hefig− hefan；old　Ger．　hewig，　hebig．］；hea▼en ： ［A ．S，　heofomhefan ，　to　lift」．　Cf．

DONALD （J．），
　Chambers’ Etymological　Dictionar　y　of 　the　English　Language，　London，

W ．＆ R．Chambers ， 1874，

14）〔横の 関係 → 〕 イニ シ ャ ル R 　　→　　 イニ シ ャ ル S　　
− ・ 　　イニ シ ャ ル T

　　〔縦 の 関係 ↓〕　　 ↓　　　　　　　　　　 ↓　　　　　　　　　　 ↓

　　　　　 語 群　（Rl ，R2 ，
R3 ＿）　　　語群　（Sl，S2， S3＿）　　語群　（Tl ，

T2
，
T3 ＿）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



La Societe Japonaise de Langue et Litterature Francaises

NII-Electronic Library Service

La 　Soolete 　Japonalse 　de 　Langue 　et 　Lltterature 　Franoalses

198

　こ の 点 に こ そ 、

一
覧表 に 独 特の 「横 の 関係 」が あ る 。 「一 覧表へ の 注 記」

を見て み よ う。

従 う順序 は 〈辞典 〉 の 順序 とは 異な る 。 そ こ に 、 唇音 ・喉音 ・歯音 ・

流音 ・ス ー
音 ・帯気音 へ の 分類 を認 め る こ とがで きよ うが 、 こ れ は 、

科学的装 置の 借 り物 に よ る もの で は な くて 、 お そ ら くは全 意味 と文 字

との 諸 関係 に よる もの で ある 。
こ の 諸関係は 、 も し実在す る な ら 、 語

に お い て 、 しか じか の 発 声 器 官 を特別 に 使 用 す る こ と に の み よ る もの

で あ る 。 （P．969）

　マ ラ ル メ の 構想 は シ ン プ ル で あ る 。 まず 、 ある 音 ・文字 とそれ が もつ 意

味全体 との あ い だに
一

定の 関係 性 が あ る と仮 定す る 。 さて 、 音 は発声 器 官

の 使用 方法 に よ っ て 音声学的に分類で きる 。 ゆえに 、 音 ・文字 と意味 全体

との 関係 も、 音声 学的分類 に従 う。

一
見 、 トリ ヴ ィ ア ル な指摘 に 見 え る が 、

こ の 指摘 は 、 なぜ マ ラ ル メ が 、 発音 の 類似 した文 字 を寄せ 集め て い る の か

とい う 厂横 の 関係」の 説明に な っ て い る 。 イ ニ シ ャ ル 同士 に は 、 しば しば

音声学的 な 関係 が ある 。 た とえば 、 B は有声唇音、　F は 無声唇音 、 とい っ た

具合に 。 さて 、 イ ニ シ ャ ル を その 全意味 との 関 係 で 考え る な ら 、 音の 似 た

イ ニ シ ャ ル は
、 意 味 も似 て い る は ず で あ る 。 した が っ て 、

一
覧表の イ ニ シ

ャ ル の 順 序 を 、 音 声学的 に分 類 す れ ば 、 語 群 同士 に 対 して 、 よ り緊密 な関

係づ け （有縁 化）が ほ どこ せ る の で は ない か 。
マ ラ ル メ の 構想 は 、 お お よ

そ 、 こ う した もの で あ る 15）
。

こ れ に沿 っ て 、 以下 で は二 つ の 点 を指摘 して

お きた い
。

（1）イ ニ シ ャ ル 問の 音声学的関係

　 イ ニ シ ャ ル 同士 の 音 の 関係 は 少 し考 えて み る必 要 が あ る 。 分 類 は 順序 で

は な い か らで あ る 。 音声学 的 に イニ シ ャ ル を分類 した と して も 、 そ こ か ら

イ ニ シ ャ ル の 順 序 は 出 て こ ない 。 なお 、 マ ラ ル メ は
、 母音 イ ニ シ ャ ル に は

15）
一

覧表の イ ニ シ ャ ル の 川頁序 は 、 何箇所か で 言及 され るが 、
い ずれ も実際の

一

覧表の イニ シ ャ ル の 順 序 とは異 な っ て い る 。 た だ し 、 『英単語 』で の 登場 順 に 、

「プ ロ グラ ム 」、 「
一

覧表へ の 注記」、 「一覧表」 を見て ゆ くと、 は っ き りと した傾

向性 を認め る こ とが で きる 。 詳 し くは 別稿 に 譲 る が 、 そ こ に は、 ア ル フ ァ ベ ッ

　 ト順 か ら音声学的順 へ
、 と い う漸進 的な移行 が 見 られ る 。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



La Societe Japonaise de Langue et Litterature Francaises

NII-Electronic Library Service

La 　Soolete 　Japonalse 　de 　Langue 　et 　Lltterature 　Franoalses

マ ラ ル メ の 辞書学　　 199

特定 の 意味 が ある とは考 え なか っ た の で 16）、 イ ニ シ ャ ル とその 意味 の 関係

は問 わ れ て い ない
。 子音 イ ニ シ ャ ル の 順序は次 の よ うに な っ て い る 。

　第
一 に 、 イニ シ ャ ル の 順 序 を決め る の は 、音声学 に か か わ る基準で あ る

。

まず は グ リム の 法則が述 べ られ る際の 順序が 最優先で あ る 。 す なわ ち、 唇

音 、 喉音 、 歯音の 順番で あ り、 さ らに 有声か ら無声 へ とい う川頁番で あ る 。

次に
、

マ ラ ル メ は 、 W の 覚書の 中で
、 歴史的に 見て 、

　 W が 規則的 に G や V

を翻訳 して い る と述べ て い る の で 、 B と P の あい だ に W と V が 入 る 。 そ し

て 、 G は喉音 （ガ 行） と同時に後部歯茎音 （ジ ャ 行） を表現 するの で 、
　 G の

つ ぎに 、 後部歯茎音 と して 、 有声の J、 無声 の C （チ ャ 行）、 そ の 近 くに S

（シ ャ 行）が 来 る 。 また 、 歯音 D とT の あ とに 、 歯茎音 を表すイ ニ シ ャ ル L

と R が来 る 。

　第二 に 、 イニ シ ャ ル の 順 序 を決 め る基準 は
、 多数決 で あ る 。

マ ラ ル メ は

覚書や そ の 他で 、 数の 多 さ を重 視 して い る の で
17）

、 単語 の 数の 多 さが 川頁序

を決す る よ うで ある
。 そ の 結果 、

w ＞ v
、
　 P ＞ F

、
　 C ＞ K ＞ Q 、

　 L ＞ R
、

M ＞ N とな る こ とか ら 、 こ れ らの イ ニ シ ャ ル の 川頁序 が 決定 さ れ る 。 また 、

一
覧表の 中の 語 数 を見 て ゆ くと 、 T ＞ H ＞ LRMN で ある こ とか ら 、

　 H の 位

置 も正 当化 さ れ る 。

（2） イ ニ シ ャ ル 問の 意味論的関係

　最後 に 、 イ ニ シ ャ ル の 意味同 士 の 関 係 を見 て お く。 イ ニ シ ャ ル の 意味 同

士 の 関係は 、

一
部の 例外 を除 き、 大 半の 場合 は 明記 さ れ て い ない 。 しか し 、

覚書の 記述 を見 る と、 大抵 の 場合、 類似 音同士 の 意味の 対 応 関係 は 明 らか

で あ る 。

B　 「［… ］出産 、 豊穣 さ 、 幅 、 膨 らみ 、 湾曲 ［… ］の 意味 を もた らす

　 　 た め だ」

16）ア ン グ ロ ＝ サ ク ソ ン語 由来の 単純語の うち、母 音 か ら始 まる もの が少 ない の

で 、 は っ きりと した意味は見出せ ない とマ ラ ル メ は考 える （pp，970−973）。 ちな

み に 母音 イ ニ シ ャ ル は 、 広 い 音か ら狭 い 音 、 唇 を引 く音か ら突 き出す音 へ の 順

　とな る 。

17）
一

例 だけ挙げて お く。 「孤立語 と呼ばれ る語た ちは 、 関連語たちほ ど関心 を引

か ない よ うに見 える 。 当然で あ る 。 そ れ で も確認 すべ きは 、 〈言語 〉の うちで も

　っ と も重 要 な もの の い くつ か は数の 中にある こ と ［
…
］で ある」 （p．968）。
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P　 「こ の 文字 ［… ］が含む 、 積 み重ね 、 獲得され た豊 か さ、 停滞 とい

　　うは っ き りと した意味 」

G 　 「欲望 は
、

L に よ っ て 満た され た か の よ うに 、
こ の 流音 を伴うと 、

　　喜 び、 光 な ど を表現 し、 また滑 走 の 観念 か ら、植 物 の 生 長 と他 の

　　あ らゆ る様態 に よ る 増 長 の 観念 に も移行す る 。 最 後に R の もとで

　　は、 L と と もに欲望 され た対象の 把握や 、 それ をつ ぶ した り挽 い た

　 　 りす る 要求 が あ る よ うだ」

C　 「単語 た ちは ［… ］この イニ シ ャ ル 文字か ら 、 L の 付加 の おか げで 、

　　締め付 けた り 、 裂 い た り、 這 い 上 が っ た り、 とい っ た鋭 敏 な動作

　　の 意味 を 、 R と と もに 、 破砕 や ひ び割 れ の 意味 を 、 受け取 る」

D 　 「それ ［D ］は 、 ［
… ］停滞 、 道徳 的 な重苦 しさ 、 暗 さを表現す る」

T 　 「こ の 文字は 、 と りわ け 、 停止 を表す」

L　 「こ の 文字は 、 飛 び跳 ねる こ との よ うな意味 に おい て 、 い くば くか

　　の 自発性 を見出 し 、 聞 くこ と 、 愛す る こ との 意味 とと もに 、 そ れ

　　が もつ 憧れ の 力そ の もの を見出す」

R 　 「上昇や 、 誘拐 の よ うな代償 を払 っ て で も達成 され た 目的 、 充実 、

　　［… ］こ れが 、言語学者に強く印象づ ける主 な意味で ある」

M 　 「M は ［… ］尺度 、 義務 、 数 、 出会 い
、 融合 、 中間項 を表現す る」

N 　 「時間 また は空間で の 近接 と と もに 、 L の 場合 と同様 、 単純な状態

　 　で ある」

J　 「」は ［… ］生き生きと した 直接的 な何 らかの 行動 を表現す る傾 向

　　 を示す」

CH ： 「CH は 、 しば しば激 しい 努力 を含意 し 、 そ こ か ら厳 し さの 印象

　　 を残す」

SH ： 「SH は また 、 は っ きりと 、 遠 くへ の ほ とば し りを 、 だ が しば し

　　ば 、 影 、 恥 、 避難を 、 それ か ら反対 に 、 提示す る行動 を示す」

上 掲の よ うに 、 「唇音」 （B −P）、 「喉音」（G −C ）、 「歯音」 （D −T ）、 「流音」
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（L −R）、 「鼻音」（M −N ）の あい だだ けで な く、
マ ラ ル メ が 明示的に主題 化 し

て い ない か に見 えた後部歯茎音 （J−CH −SH ）の あい だ に も、 類似 した 意味づ

けが見 られ る 。

　 こ うして 、 イニ シ ャ ル よ りさ ら に高次の イ ニ シ ャ ル 間 とい う水準で も、

意味 と音 ・文字 との 関係 づ け に よ っ て 、 転義 と ダ イ ヤ グ ラ ム を認 め る こ と

が で きる 。

　 こ こ まで の 分析 の 結 果 、

一
覧表 に は 、 少 な くとも四 つ の 象徴化が 見出せ

る こ とが わ か っ た 。 （1）語 同士 の 関係 の 象徴化。
こ れが 、 語家族 に 当た る 。

（2）語家族同士 の 関係の 象徴化。
これ が 、 イニ シ ャ ル の 意味づ け に 当た る 。

（3） イ ニ シ ャ ル 同士 の 関 係 の 音声 学 的象徴 化 。 こ れ が 、 イ ニ シ ャ ル の 序 列

に当た る 。 （4）イ ニ シ ャ ル 同士 の 関係の 意味論 的象徴化 。 こ れが 、 イニ シ

ャ ル 同士 の 意味 づ けの 類 似性 に 当 た る 。 以 上 が 、 辞 典 と して の
一

覧表の 構

造 で ある 。

ま とめ

　私の 知 る か ぎり 、 こ れ ま で の 研 究 に は共通 の 姿勢が 見 ら れ る 。 そ れ は 、

『英単語』の なか に 、
マ ラル メ の 詩論 ・詩作品との 接点 を じか に読み 取ろ う

とす る姿 勢 で あ る 。
こ うした 姿勢 に は 、 二 つ の 問 題 点 が あ る 。 ひ とつ は 理

論上 の 問題点で 、 文献学的試み と詩 的試み とが 、 あ たか も原 理 的 に相 容 れ

ない か の よ うに振 る舞 う文学理 解 を潜 ませ て い る 。 もうひ とつ は読解上 の

問題 点で あ り、
一

覧表の 全体 、 さらに 『英単語 』 の 全 体 を捉 え る包括的視

座 の 欠如で あ る 。 そ こ で 私 は 、 理論 上 の 問題 点に対処すべ く、 ト ドロ フ に

立 ち戻 っ て 象徴学の 正 当 な拡張 をお こ な い
、 文献学 と象徴学 との 両 立可 能

性 を導出 した 。 こ の 立 場 は 、 先 行研 究 の 特権 的 な 分析 対象で あ っ た ア ナ ロ

ジー
や 転義 に よる関係づ けの み な らず 、 語 源や音 の 文献学的な 関係づ け も

含め て 、 「象徴化 」 とい う同 じ
一

つ の 枠組 み で扱 うこ とを可 能 に した 。 また

『英単 語』 の 読 み 直 しを通 じて 「辞書学」 とい う包括 的視 座を発 見 した こ と

で 、 読解上 の 問題点 に 対処す る こ と も可 能 とな っ た 。
こ うして 本稿 で は 、

一
覧表が 、 四 つ の 関係 づ けか ら なる 特殊 な小 辞典 で ある と同時に 、 記号論

　 　 　 　 　 　 　 コ ン ポ ジ シオ ン

的分析 に耐 え うる 構 成 をそな えた
一

つ の 作品で もある こ とを提示 した つ も

りで ある 。
こ の 意味で 一

覧表は 、 文学 に 見立 て た り文学 に還 元 した りす る

よ りも、 む しろ原 理 的 に文学 とその 周 辺領 域 との 双 方 に また が る もの と し

て 理 解 して お くの が 適切 で あ ろ う。
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　 さ て 、

一
覧表は 、 伝統 的 な韻 文 とは異 質な 象徴化の 試み で あ る 。 そ れ ゆ

え 、 後期の マ ラ ル メ が 韻文 を拡張 して 、 新 た な詩句の あ り方 を模索する と

き、
一 覧表 との あ い だ に、 象徴化 の 観点か ら さ ま ざまな接点が 生 じて ゆ く。

主 な もの を挙 げて お こ う。 （1）偶 然性 の 排 除 。

一 見 、 恣 意 的 に見 える 個 々

の 語 の 形 態や 配置 を 、 全 体 の 「構 造」 に よ っ て 払拭 しよ う と試 み る 。
こ こ

に 、

一
覧 表 と 「純粋 著作」 （p．211） との 接 点 が あ る 。 また本稿 第 1節 の 引

用 に お ける 言 語 との
一

体化 に は 、 語 り手の 消滅 や 非 個 人性 の 兆 し も見 られ

る 。 （2） 「拡 張 さ れ さ え し た 統語 法 」 （p．277 ）。

一 覧 表に は 、 大 きな フ ォ ン

トで イニ シ ャ ル が 、 小 さなフ ォ ン トで 英単語が 印字 され て お り、 余白を置

い て 列 挙 される 語家族 は最大の 場合 、 見開 き2 ペ ー ジ近 くにお よぶ 18）
。 『英

単語 』執 筆の 時点 で の 詩 人の 心 中は 定か で は ない が 、 余 白 と フ ォ ン トに よ

る 観念の 提示 とい う点で 、 『デ ィ ヴ ァ ガ シ オ ン 』に お ける 「文字 の 全 面的 な

拡張」 （p．226）や 『賽の
一

振 り』 に お け る 「プ リズ ム に よ る 〈観 念 〉 の さ

ま ざまな 下位分割」 （O ．CJ ，　p．　391） に 通 じる もの が あ る 。 （3） テ ク ス トの 可

動性 。

一
覧表 は 、 不磨 の 完成体で は ない

。 原則 に 基づ き、 各人が 自分の 感

覚で 語家族 を 自由に組み 替えて ゆ くこ とが 想定 され て い る 。
マ ラル メ 自身 、

読者 に微調 整 を勧 め て い る 19）
。 こ れ は 、 英語学習を 「知性 に と っ て の 遊 び」

に す る た め の 『英 単語』 の 工 夫の
一 つ で あ る 。

こ こ に は 、 可動性の 規則や

目的が 異な る もの の 、 〈書物 〉の 題名で 草稿が ま とめ られ た朗読会の モ デ ル

との 接点 を見て とる こ とがで きよ う。

　従来 の 研 究 が 、

一
覧表を

“

記号の 有縁 化
”

と見 な して い た とす れ ば 、 私

の 研 究 は 、

一
覧表 を

“

辞 典 の 有縁 化
”

と捉 えな お す 20｝
。 こ れ は 、

コ ーパ ス

18）MALLARM 直（St6phane ），
Les　Mots 　an81ais

，
　Paris

，
　Tmchy

，
1878 ，　pp．82−83．

19）「あ とで 読者 は 、 こ の 分類 を、好 きな ように い じる こ とが で きよ う。 ある 語 を

く孤 立語 〉．か ら 〈語家族 〉 へ 移 した り、 あ る 語が 居候で しか な い とな れ ばそ うし

　た遠戚か ら、
〈語家族 〉の

一
つ を解放 して や っ た り、 粗 を整えて 遺漏を埋 め た り、

　と」　（p．966）。

20）た だ し 、 細部の 粗雑 さや 初歩的な誤謬 を別 に して も、

一
覧表の 「有縁化」 に

　は原理 的な問題 点があ る 。 第
一

に 、 恣意性の 排除の 失敗で あ る 。 語同士 の 恣意

　性 を語家 族 の 水 準 で 関係 づ け よ うと して も語 家族 同士 の 順序 に恣意 性 が入 り込

　む 。 同様 に 、 語家族 同士 の 恣意性 をイ ニ シ ャ ル の 水準で 縮減 し よ うと して も意

　味づ けの 川頁序 に恣意性が 入 り込む 。 また イ ニ シ ャ ル の 音声学的分類 自体 、 発音

　と綴 りの 混同 を避け られ な い
。 第二 に 、 ア ナ ロ ジ ーの 濫用 で あ る 。 ア ナ ロ ジ

ー

　は 、 物事 を結びつ けす ぎる こ と 、 混同させ る こ とを忘れて はならない
。 単語は 、

　意味や 形 の 点で 似 て い れ ばそれ だ け ま ぎら わ し く、 記憶の コ ス トが 増大する 。

　こ うした 「ア ナ ロ ジー
の 魔」 を祓 う手立て も、 『英単語』に は記 され て い ない

。

N 工工
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に 対す る根強い 序列化 （文学／非文学 、 主要／周縁） を疑義 に付 して 詩人

の 全体像 の 再構 築 を促す の み な らず、 彼 を、 フ ラ ン ス 辞書学の 伝統 と対話

させ る 21） と同時 に現代の 認知心理学や 教育心 理 学 と も交差す る地点 に位置

づ け る 22）一
助 となる は ずで あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（早稲田大学非常勤講師）

2D 辞書学 の 歴 史 と
一

覧表の 関係 に つ い て は 、
い ずれ雑 誌論文 に て 発表予定だ が 、

　さ しあ た りは教育 の 観点か ら論 じた拙稿 をご参照 い た だ きたい
。 立花史 『ス テ

　フ ァ ヌ ・マ ラ ル メ の ポ エ ダ ゴ ジ ー
』、 早稲 田大学大学 院文 学研究科 フ ラ ン ス 語 フ

　ラ ン ス 文学専攻、博 士課程学位論文、 2012、第 1章お よび第 5章 。

22 ）マ ラ ル メ が 『英単語』で 構想 した
“

心 の 中の 辞典
”

は
、 お そ ら く今 日で は

、

　認知心理 学にお け る 「心 内辞書」 （mental 　lexicon）の 研 究 に属す る 。 心 内辞書 と

　は 、「人 間の 言語活動 を情報処 理活動の
一

環 と見な した際 に そ の 言語処理 情報活

　動を通 じて 、 脳内に蓄積 ・表現 され て い る語彙情報の 集合体」 （松本裕修 他 『単

　語 と辞書』、 東京 、 岩波書店 、 20〔｝4 、 p．94）で ある 。 心内辞書の研 究は もともと

　連合 ・連 想 と記憶 の研究 に 由来す る 。 そ の 歴 史は 、古 くは ア リス トテ レ ス に遡

　 り、
の ちに イギ リス 経験論 に おい て 連合主義 として 再評価 される 。 19世紀末に

　は連想 ・連合の 臨床的研究が 開始 され 、 20 世紀前半の 行動主義心理 学を経由 し

　て 、や が て 認知心 理 学へ と再編 成 され る 。 現在で は 、 語彙情報の 構築過程 を規

　定す る時間要因などを変数 と して 、 言語環境 の 個 人差 を組み 込ん だ心内辞書 の

　モ デ ル が 模索 され て い る （詳細 は 前掲書第 3 章 を参照）。
こ うした 成果 は 、 今後

　の 教育心 理学や外 国語教授法に も反映 され て ゆ くもの と考えられ る
。 詩 人 マ ラ

　ル メ が 、 言語の 習得 ・教育の 今 目的 な議論 と接点 を持 ち うる と い うこ とは 、 文

　学史上特筆すべ き事柄で あろ う。

N 工工
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         La  lexicographie de Mallarme
-  decodage de la Table du Livre Premier des Mots  anslais  

-

  Comme  on  le sait, Les Mots  anglais  sont  une  publication p6dagogique,

redig6e  du point de vue  de la philologie compar6e.  Mais, chose  curieuse,

on  n'ajamais  traite de front le statut  que 1'auteur a attribue  h ce  livre: K  la

Lexicographie  D.  Notre  article  a  donc  pour  objet  de  reconstruire

1'entreprise lexicographique de cet  opuscule  ainsi  que  d'examiner  sa

Table enigmatique dans le meme  cadre.

  Mallarm6 a v6cu  a 1'epoque de la lexicographie philologique (dont
Littre 6tait le sommet).  Cette derniere nous  a  permis  de comprendre

chaque  mot  dans son  epaisseur historique. Le poete s'est  emerveil16 de ce

proc6d6 magique  jusqu'a 1'appliquer h son  propre manuel  scolaire. Selon

lui, apprendre  le vocabulaire  consiste  b se  faire un  dictionnaire mental.

Ainsi, Les Mots  anglais  constituent  la K  CIef du Dictionnaire >>.

  Or, notre  approche  n'exclut  pas la symbolique  de Todorov  qu'on a

introduite dans 1'analyse de cette  eeuvre.  Au  contraire,  la symbolique

proprement  dite vise  toutes  les sortes  de textes  (y compris  les

dictionnaires). Elle nous  permet de tenir compte  de la Table dans son

integralit6 selon  la meme  approche,  tout en  distinguant diff6rentes

motivations,  philologiques et  po6tiques. Nous  y reconnaissons  au  moins

quatre formes de symbolisation:celle  des mots,  celle  des familles, celles

des initiales, de type  formel et  de type  semantique.

 Si notre  argument  est  bien conduit,  la Table montre  ti la fois un  petit
dictionnaire original  et un  ouvrage  semiotiquement  analysable.  Il s'agit,

dans ce  texte, de la motivation  du dictionnaire, plut6t que de celle  du

signe.  Notre 6tude contribuera  h d6construire les oppositions  qu'on
suppose  inconsciemment chez  1'auteur, entre  les textes dits principaux et

marginaux,  litteraires et  non  litteraires, avant  de repenser  dans une

coherence  neuve  toute son  ceuvre  dans son  rapport  au  hasard historique.

     Fuhito TAcHIBANA

Charge de cours  (non-titulaire)
    h 1'Universit6 Waseda


